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琵琶湖

仰木・仰木の里

● ロゴマークの紹介 ●

仰木と仰木の里を寄り添う
ひとに見立て、2 つの集落が
共生し、農業活動や地域のさ
さえあいを通じた持続可能な
関係をつづけていこうという
思いを表しています。　
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仰木地区 仰木の里地区

（　歴 史　） 1350 年 比叡山延暦寺の荘園 約 40 年 新興住宅地

（　環 境　） 美しい棚田と森林の里山 計画的市街地開発

（　人 口　） 約 1,800 人 少子高齢化・人口減少
約 13,000 人 幅広い年齢層、

高齢者の人口増

（ 地域資源 ） 農地・森林・水源・社寺祭礼 さまざまなキャリアを持つ人財

（　学 校　） 小学校（全校生徒 約 50 人） 保育園、幼稚園（2 園）、小学校（2 校）
中学校、高等学校、大学

（　店 舗　） 農作物直売所（土日）
スーパー 2 店舗

コンビニエンスストア 2 店舗、
他飲食店

（　祭 事　） 歴史ある社寺と祭礼

（　病 院　） 内科、小児科、歯科など

（　公 園　） なし（集落がすべてが公園） 計画的に配置された公園

仰木地区と仰木の里地区は、比叡山のふもとに位置しています。仰木地区は古
く延暦寺の荘園を起源としており、仰木の里地区は約 40 年前に新興住宅地とし
て整備されました。隣り合う地区ながら、二つの町は互いに違う特徴をもってい
ます。

昨今、仰木地区では少子高齢化が進み、離農による耕作放棄地が増加している
ため、農業生産の維持や農地の保全が必要になっています。また今後、高齢者の
買い物支援や見守りなども求められるようになり、地域一体での課題解決が不可欠
です。

その一方、仰木地区には、農業はもとより、美しい里山の風景や歴史ある祭事
が現存し、地域資源が多くあります。例えば、創建 667 年の小椋神社は、仰木地
区だけではなく、仰木の里地区の住民にとっても、故郷を感じられるような存在
となっています。

〈　地域の紹介　〉

1 仰木地区と仰木の里地区
※ここでの仰木の里地区は、仰木の里、仰木の里東、雄琴北を指しています。
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▼仰木地区、仰木の里地区の年齢別人口統計
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▼仰木地区、仰木の里地区の人口、世帯数の推移

( 人口 ) ■仰木地区　■仰木の里地区　　( 世帯数 ) ●仰木地区　●仰木の里地区

（大津市 人口統計表を元に作成）

（大津市 人口統計表を元に作成）

仰木地区では、少子高齢化による人口減少が続いています。仰木の里地区（仰木
の里東を含む）では、2013 年がピークになるものの人口はほぼ横ばい、世帯数は
微増しており、年齢別で人口を見た際にも、生産年齢人口の割合が比較的高く、
幅広い年齢層が在住していることが分かります。

〈　数字で見る地域の課題　〉
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「農村空間を管理」し、農産物供給、景観、レクレーション等「地域資源」を活用、さらに交流や居住等「生活」の空間として活用。
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※ RMO とは (Region Management Organization) の略で地域運営組織を意味します。

〈　農村 RMO（農村型地域運営組織）とは　〉
複数の集落の機能を補完して、農用地保全活動や農業を核とした経済活動

と併せて、生活支援等地域コミュニティの維持に資する取組を行う組織のこと
を表します。 （農林水産省 HP を元に作成）

〈　協議会の紹介　〉

仰木地域共生協議会は、国の支援を受けて運営を行う農村 RMO（農村型地域
運営組織）です。仰木地区、仰木の里地区の各組織と共に、少子高齢化の進行に
より、顕在化する農業生産活動の課題だけでなく、経済活動を通して地域資源
の活用や生活支援に取り組みます。

2 農村 RMO 仰木地域共生協議会の紹介

● 一社）仰木地区活性化委員会わさいな仰木

● 仰木の里 まちづくり協議会

● NPO法人 琵琶故知新

● 仰木い〜とこ会

（ 監 事 ）仰木まちづくり協議会  仰木を守る会

情
報
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有
・
連
携
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臨時総会（2025 年 8 月）の様子 愛土農園へのセンサー設置協力

農林水産省事業 オーガニックプロデューサー来訪

仰木の里まちづくり協議会への参加 桜谷地域農村 RMO との意見交換
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地産地食
生産地

耕作放棄地の拡大

仰 木 仰木の里

消費地
時間的余裕

仰木地区、仰木の里地区は、隣り合いながら、互いに異なる特徴を持つ地域と
して成り立っています。私たちは、「もの · ひと · こと」を通じて両地区の交流を
深めたいと考えています。

まず、仰木地区の耕作放棄地を交流農園として再生し、その収穫に仰木の里地
区の皆さんにも参加してもらうことで、農業の楽しさに触れていただきたいと
思っています。そこで、仰木地区に関心を持っていただくことで、生産地と消費
地としての両地域のつながりをつくりたいと願っています。

農業を通じたつながりから、地域資源でもある社寺 · 祭礼などの保存や防犯 ·
防災などの生活支援に係る活動を共同で行える関係をつくりたいと考えています。

農作物の生産地である仰木地区と「顔の見えるお隣同士」である消費地の
仰木の里地区が、無理をせず交流農園でグループ栽培に取り組める環境づくり
を実践していきます。

耕作放棄地の拡大に歯止めをかけながら、地産地食（栽培、収穫、消費）を
通じて、両地域の交流を創出、持続可能な農業を行い、販売で得られた収益
を生活支援の充実に還元します。

「食」を自らの手で、となりあった生産地と消費地が地産地食で持続可能なまちづくり

仰木・仰木の里の共生

3 農村 RMO 仰木地域共生協議会の活動

耕作放棄地を交流農園に再生
することで削減していく

農用地保全 地域資源活用 生活支援

住民生活の利便性向上とコミュ
ニティの活性化

防災・防犯活動による安心・
安全なまちづくり

歴史ある社寺と祭礼
美しい棚田と森林の里山
様々なキャリアをもつ人財
計画的に配置された広い公園

〈　協議会のミッション　〉

〈　協議会で行うこと　〉
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これまでの
活動紹介

〈　農用地保全　〉

雑草が伸び放題の耕作放棄地をみんなで草刈りしました。

みんなでキレイにした畑で収穫する野菜は最高です。

寒い日も暑い日もみんなでやれば楽しく作業ができます。
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交流農園でとれた野菜は、直売所で販売しています。

仰木の里まちづくり協議会と連携し、仰木の棚田米を販売しました。

〈　地域資源活用　〉
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〈　地域資源活用　〉

成安造形大学と仰木地域をめぐるイベントを開催しました。

安心して登下校ができるよう、地域の防犯活動を応援しています。

〈　生活支援　〉
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活動計画

●昨年度から取組んでい
る 耕 作 放 棄 地 を 交 流 農
園として再生する営みで

「愛土農園」を開園。本格
的 に 農 作 業 を 開 始 し ま
した。

●電気柵、カメラの設置で
鳥 獣 害 対 策 を 行 い ま し
た。

●各種センサー（気温、湿度、
日照、CO²）を設置し運用
を開始しました。

2025 年度まで

●交流農園を拡大し、農業
と 収 穫 物 の 販 売 を 通 し
て、 地 域 の 関 係 人 口 増
加を目指します。

●各種センサーから得ら
れ た デ ー タ を 経 年 で 分
析、 地 域 で 結 果 を 共 有
す る こ と で、 農 作 業 へ
の活用を目指します。

2027 年度～

● 2,3 年後の収穫を目指し
て 行 っ て い る 梅 の 収 穫
が で き る よ う に な る ま
で、 い ち じ く、 よ も ぎ
の栽培を行います。

●交流農園での農作業を
通 し て、 将 来 的 な 農 業
の 担 い 手 の 育 成 を 開 始
します。

●卸先のオーダーに対応
す る 栽 培 の 実 施 を 開 始
します。

2026 年度

地域の農用地保全、未就農者を含む農業の担い手の育成、農作物を通しての
関係人口増加および、スマート農業の活用を通じた持続可能な農業の実現を
目指します。
※本協議会では、「中山間地域等直接支払制度」対象外の土地に対する取組みを進めています。
※スマート農業とは、「ロボット技術やICT等の先端技術を活用し、超省力化や高品質生産等を可能と

する新たな農業」を指します。

〈　農用地保全　〉

今後の活動
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活動計画

●「愛土農園」での草刈り
や 収 穫 な ど の 農 業 体 験
を 仰 木 の 里 地 区 か ら の
サ ポ ー タ ー を 募 り、 実
施しました。

●仰木棚田米のおいしさ
を 伝 え る た め、 仰 木 の
里 地 区 へ の 斡 旋 を 行 い
ました。

●新中学生に向けた会や
主催するワークショップ
等 で 取 組 み を 発 信 し ま
した。

2025 年度まで

●直売所だけではなく、地
元スーパー、レストラン
や お ご と 温 泉 等 で の 販
売を目指します。

●有機 JAS 基準に沿った
農産物の生産による、慣
行 栽 培 と の 差 別 化 に よ
る ブ ラ ン デ ィ ン グ を 目
指します。

●地域の文化的行事への
参 加 を 通 し た 交 流 を 図
ります。

2027 年度～

●交流農園で収穫した農
産物を加工 · 販売するイ
ベントを開催します。

● SNS アカウントの開設
を 行 い、 交 流 農 園 の サ
ポ ー タ ー や 地 域 住 民 の
交流の場を提供します。

●両地区におけるイベント
等 で の 相 互 交 流 を 実 施
します。

2026 年度

仰木地区の豊かな環境と仰木の里地区の幅広い人財が地域資源だと考えて
います。交流農園での農産物栽培だけでなく、有機野菜によるブランド化、
加工 · 販売等を通して付加価値創出を目指します。また、体験型イベントや
食育セミナーなどを通じて、関係人口増を行います。

これらの取組みからできた交流をもとに、祭事や地域行事への両地区から
の参加を促進することで住民の繋がりをさらに創出します。

〈　地域資源活用　〉
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活動計画

●仰木地区、仰木の里地区
の両まちづくり協議会が
行う防犯パトロール活動
を応援しています。

●仰木の里まちづくり協議
会と連携し、仰木棚田米
の仰木の里地区での販売
を行いました。

2025 年度まで

●交流農園で収穫した農
産 物 を 地 域 の 飲 食 店 や
住 民 に 向 け て 宅 配 す る
ことを検討します。

●地域住民の利便性向上
を目的に、直売所で購買
す る 商 品 ラ イ ン ナ ッ プ
の 拡 充 や 購 入 拠 点 を 増
やすことを検討します。

●高齢者への農作物の宅
配 に 加 え て、 見 守 り の
実施を検討します。

2027 年度～

●交 流 農 園 で 収 穫 し た 農
産 物 を 販 売、 ま た、 買
い 物 が 困 難 な 高 齢 者 に
向けて宅配します。

●地域の歴史や課題をテー
マにしたワークショップ
の 開 催 で、 農 業 の 枠 を
超 え た 住 民 の 交 流 を 創
出します。

●次代の担い手となる児
童・ 生 徒 に む け て、 教
育 機 関 と 連 携 し た 総 合
学習を実施します。

2026 年度

これまでも地域の防犯で仰木地区、仰木の里地区は連携をしてきましたが、
交流農園での農作業参加やイベントを通してできたつながりを元に、農作物
の販売、買い物が困難な高齢者への宅配を行うことで、地域住民の利便性を
向上、高齢者の孤立を解消し生活支援を充実させます。

〈　生活支援　〉
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比叡の裾野に広がる仰木は、1350 年の歴史
を紡いできた「仰木地区」と、40 年前に誕生し
た「仰木の里地区」から成っています。かつて
一つの「仰木村」であったこの地で、私たちは
2025 年 3 月、農業を入り口にした地域共生を
具現化すべく本協議会を立ち上げました。

私たちの強みは、「生産地」と「消費地」が
隣り合わせにあり、互いの顔が見える距離に
いることです。歴史ある農村の知恵と、多彩な
キャリアや視点を持つ住民の力が混ざり合う
この連携こそが、10 年 20 年先を見据えた持続
可能なまちづくりの原動力となります。

農業を通じた協創の輪を広げ、二つのまち
が共に歩む未来を、皆さんと共に築いていき
たいと考えています。「明るく、楽しく、元気よく」
次世代へ誇れるまちを、共に育んでいきましょう。

仰木は古くからお米の生産を中心として
人々の暮らしが営まれ、その歴史は千年を超
え、豊かな歴史、文化に恵まれていますが、
近年は減反政策により耕作放棄地が増加し
ています。こうした中、仰木地域共生協議会
は、仰木の里の方が中心となって、農業の営
みを土台に、地域資源の活用や暮らしの支
援を進めることで、仰木地域と仰木の里地域
の連携を強化しようと日々取り組まれていま
す。両地域での協働の輪が広がることは、
仰木のまちづくりを行ううえでも、とても重要
です。仰木地域共生協議会の活動に、地域
の皆さまのご理解、ご支援をいただければ
幸いです。

仰木の里は、今から 30 年前、仰木学区の
一員としてその歩みを始めました。

その後、独立学区となりましたが、時代の
変化と共に自治会活動の希薄化という課題
に直面。こうした中「地域自治の充実」を掲げ
て「まちづくり協議会」を発足し、＜防災・
防犯・社会福祉を三本の柱＞として活動を
展開しています。

本年度は、仰木地域共生協議会のご協力
を得て、生産者と消費者をつなぐ「仰木棚田
米の販売」を実施し、大変ご好評をいただき
ました。かつて同じ学区であった仰木と仰木
の里が、今また「共生」という形で手を取り
合う意義を深く実感しています。今後も、両
地域の絆を深め、より安心で豊かな地域自治
の充実に努めてまいります。

本協議会は、農村部（仰木学区）と住宅地
（仰木の里学区）が手を取り合い、農業振興を
核として生活支援や地域課題の解決に取り
組む「農村 RMO（地域運営組織）」です。伝統
ある棚田や里山文化を次世代へつなぎ、多世
代が安心して住み続けられる地域づくりを目指
しています。
「仰木を守る会」は、本協議会の監事として、

事業が適正かつ効果的に推進されるよう、
透明性のある組織運営を支える役割を担っ
ています。

学区の垣根を越えた「共生」の形を共に育ん
でいきましょう。皆様のご理解と温かいご協力
をお願い申し上げます。

仰木地域共生協議会

会長

堀井 登

仰木の里まちづくり協議会

会長

林 勉

仰木まちづくり協議会

会長

中川 一良

仰木を守る会

会長

猪飼 一仁

協議会よりご挨拶
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比叡山麓の仰木地区は、棚田に代表される
美しい農村景観と、歴史ある農地が広がる
地域です。しかしながら、担い手不足や生産
効率の悪さ、獣害の多発などにより、耕作
放棄地が増加しています。

仰木地域共生協議会が行う、耕作放棄地
を再生した交流農園を起点とし、隣接する
仰木の里地区と連携して地産地消や農業関係
人口の創出を図る取組は、持続可能な農業・
農村の実現に繋がるものです。

この取組が、地域の課題解決や活性化に
向けて、今後、更に発展していくことを期待
しています。

仰木は 1350 年という歴史が伝説で語られる
集落であり、近世の民俗文化が色濃く残る
場所です。

特に比叡山延暦寺の横川地区の麓に位置し、
古来そのつながりが習俗の中に見られます。

近代社会の中で便利さが優先され、モノに
溢れる豊かな社会と言われるようになりまし
たが、日本人が大切にしてきた、拠り所である
神仏を敬う心、モノを大切に扱う風習などが
まだ仰木にはあります。

一方、仰木の里は幼稚園から大学までが
立地する新興住宅街であり、若い世代が暮ら
す現代の街です。

この２つの融合から、新しい地域社会の
かたちが必ず生まれると期待しています。

仰木の歴史・伝統と仰木の里の賑わいは、
仰木中学校で初めて一つになります。そして、
三年間お互いを高め合って大きな力を蓄えた
生徒たちは、さらに広い世界へと羽ばたき、
地域を支える存在となっていきます。中学校
は束ね、高め、送り出す地域の「ハブ」であり、
子どもたちの学びを通して地域社会に新たな
活力が生まれることを強く期待しています。

これまで地域に支えていただいていた子ど
もたちや学校が、これからは地域社会の中
核として交流や情報発信を進めていく。そん
な未来の子ども・学校像を描きながら、子ど
もたちの活躍の場を作っていきたいと思いま
す。中学生の底知れぬパワーを地域に活かし
ていけることにワクワクしています。どうぞ、
よろしくお願いします。

仰木地域共生協議会様には、中学校で
行われた「仰木サミット」の中で講話をいた
だきました。

その際には、仰木地域の未来につながる
話し合いができたと思います。

児童、生徒たちが仰木地域のつながりを
強化するに当たってできるのは、自分たち
で地域活動に参加することだという意見が
多くありました。

このように自分たちから動いて、地域を素晴
らしいものにするという思いが、参加した学生
全員の心の中にあったと思います。今後も
地域での交流を深めたいと思います。

大津市

農林水産課 様

成安造形大学

副学長

加藤 賢治 様

大津市立 仰木中学校

校長

河野 卓也 様

大津市立 仰木中学校

生徒会長

杉生 響 さん

応援コメント
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